
八幡4号古墳・袖裏遺跡

発掘調査報告書

可児市教育委員会



序

飛騨・木曽川両河川と、その支流が築いた私たちのまち「可児」

は、古くから人々の栄えた所として知られています。

今回、土田地内の八幡4号古墳と袖裏遺跡が、宅地開発により消

滅しようとしたため緊急に調査を行い、記録保存を図ることと在り

ました。発掘調査の時点ですでに一部削平を受けていましたが、幸

いにも古墳石室の基底部が検出され、おおまかに古墳のようすを知

ることができました。

木曽川から運んだと思われる川原石を、ていねいに並べた石室は、

千数百年の隔たりを乗り越えて、現代に生きる私たちに当時の人々

への思いをあれこれ思いめぐらす機会を与えてくれました。

副葬された須恵器から、7世紀代に作られたものと推定され、こ

の地域の古代の解明に本調査が少しでも役立てば幸いに思います。

最後に、調査をするにあたりまして、ご理解ご協力いただきまし

たマルヤス不動産をはじめ土地所有者の皆様、また、作業にあたら

れました渡地区の皆様方に対し、厚くお礼申し上げます。

平成2年3月

可児市教育委貞会



例　　　言

1．本報告書は、岐阜県可児市土田字渡2907－1、同2930－1番地に所在する八幡4号古墳、

袖裏遺跡が、宅地造成により消滅しようとしたため、可児市教育委員会が実施した調査報

告書である。

2．現場での発掘調査は、昭和55年11月1日より、同12日まで実施した。

3．発据調査にあたっての調査員は、中島勝国と亀谷泰隆が当たり、本報告書の執筆、実測

図作成、、トレース、遺物写真撮影は亀谷が行った。石器の石材は、奥谷一勝氏に依頼した。

4．出土遺物は、可児市教育委員会が保管する。

5．本遺跡を調査するにあたり、マルヤス不動産株式会社をはじめ、遺跡の立地した土地の

旧所有者、土田渡地区の人々に大変お世話にをった。

八幡4号古墳、袖裏遺跡発掘調査　調査団構成（調査当時）

可児町教育委員会　教育長…一一一工藤新二　　　　　事務担当町社会教育係長一一一一1－藤田弘武

可児町教育委貞全社会教育課長一一一一ノJ、沢末広　　　　　ク　　　町社会教育係一一一一一一亀谷泰隆

調査主任　岐阜県考古学会員日日一中島勝国

調査員　　　ヶ　　　　　ー日日－亀谷泰隆

県文化課　　　　　　　　　一一一－一一波多野寿勝

可児町文化財審議会委貞　一一一一一一佐藤鏑平

ク　　　　　　　ー一一一一一金子一郎

〃　　　　　　　　一一一…森川益三

ク　　　　　　　　ー一一一一一枕木　正

ク　　　　　　　　ー一一一一一安藤寿作

ク　　　　　　　　ー一一一一一平田録郎

ク　　　　　　　ー一一一一一稲垣雄之助

ク　　　　　　　　ー一一一一一奥谷一勝

ク　　　　　　　ー一一一一一上野晃司

尚、本調査は、市制施行以前に行ったものであり、調査当時の職名を使っている。
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Ⅰ．八幡4号古墳・袖裏遺跡付近の地形と周辺遺跡

八幡4号古墳・袖裏遺跡は、岐阜県可児市土田に所在し、今回、涯2907－1、同2930－1を

発掘調査した。可児市は、岐阜市の東方約30kmに位置し、東は同郡御嵩町、南は多治見・土岐

の両市と、北は木削lをへだてて美濃加茂市、西は山続きで愛知県犬山市と接している。

遺跡の所在する土田地区は、可児市の北西部、木曽川が形成した低位河岸段丘上で、遺跡は

この段丘の北側、木曽川から約300mの川沿いの平担地に位置する。この低位河岸段丘は、土

田、今渡、川合地区に広がる東西5．5km、南北1kmから1．5kmの帯状の平担地（海抜70－85m）

で、さらに木曽川沿いや小河川沿いに比高差2mから5m前後の段をもつ。八幡4号古墳、袖

塞遺跡の所在する所もこうした小さを段丘の北端に位置し、北西部側は、比高差3mで現在水

田と怒っている。

また、この低位段丘面は、県下でも有数の古墳群として知られ、昭和34年の調査により所在

のつかめた古墳の数は‾生田地内で112基にのぼり、かつて「宮々塚」と呼ばれていた。（註1）

しかし、そのほとんどが開墾等により消滅し、今回の調査時で、わずか11基を数えるのみであ

った。これらは、いずれも八幡4号古墳周辺の竹林に存在するもので（第2図）、八幡1号古

墳を除いて保存状態は悪い。規模等については、表1のとおりである。

八幡4号古墳とともに調査の対象とをった袖裏遺跡は、今回の調査区が西北端となり、南方

の平担面にほぼ現在の渡集落と同様に広がるものと推定され、縄文式土器の他に、土師器をど

が採集されている。（註2）

第1園　遺跡周辺図

－1－

●八幡4号古墳、袖裳遺跡　5万分の1



瑞発掘区域　　●　現存する古墳

第2図　周辺古墳の分布

表1八幡4号古墳周辺の古墳一覧表

○　消滅した古墳

番号 冖ﾈ������保存状態 兒ﾘｷXﾆ��B�規　模 偃Y�ﾉYB�退跡地国番号 

1 價ｩJc�ﾘhﾌ9Zﾒ� ����Zﾒ�径15m　高3．7m ���ｨ+���齏ｨ����ﾈ,丶ｨ�ﾘ��� 

2 價ｩJc(ﾘhﾌ9Zﾒ�半　　壊 儻8��k��径10m　高1．5m 儻8����k�� 

3 價ｩJi���ﾌ9Zﾒ�〃 儻9k��������径14m　高2．1m ��b� 

4 價ｩJc8ﾘhﾌ9Zﾒ�墳丘、石室半壊 儻8��k��径10m　高2．8m �>ﾉ�ﾈ,丶ｨﾏｲ� 

5 價ｩJcHﾘhﾌ9Zﾒ�本調査により消滅 ��b�不　　明 ��h�����������b�G34KO4694・ 

6 價ｩJcXﾘhﾌ9Zﾒ�墳丘一部残存 �4��径12m　高1．8m 儻8����k�� 

7 價ｩJchﾘhﾌ9Zﾒ�〃 ��b�径不明　高1．7m ��b� 

8 價ｩJcxﾘhﾌ9Zﾒ�ク ��b�径13m　高1．3m ��b�

9 價ｩJc畏hﾌ9Zﾒ�消　　滅 ��b�在存したと言うが、現状では痕跡をし 

岐阜県遺跡地図には9基の古墳が登録されているが、詳しい分布が不明をため、追跡地図

番号は明確をものだけを記載した。規模については推定値。

一　2－



Ⅲ．発掘調査に至る契機と経過

可児市土田地区は、有数の群集境が存在する所として古くから知られ、林魁一によってたび

たび学界へ紹介されてきた。（註3）しかし、木曽川沿いの平担地に所在することから、耕作

地あるいは宅地として古くより開墾され、また第2次世界大戦中の萱場工業（株）の社宅建設に

ょりそのほとんどが消滅し、岐阜県発行の岐阜県遺跡地図には合計9基が記載されているにす

ぎない。

今回、このうちの1基、八幡4号古墳（県遺跡台帳番号　G34KO4694）が、宅地造成のため

に消滅しようとしたため、緊急に発掘調査を行ない記録保存を図ることと怒った。

昭和55年8月下旬、八幡4号古墳が存在する竹薮が土木機械により削平され、盛土部分が消

滅したとの連絡を受けた可児市教育委員会は、8月31日現場へ急行し、すでに宅地として竹薮

は削平され、砕石が敷かれているのを確認した。ブルドーザーに押された古墳石室の石と思われ

る川原石が散乱し、砕石のをい所からは須恵器の破片とともに、縄文式土器、石斧、凹石が表探さ

れ、八幡4号古墳とともに袖裏遺跡（県遺跡台帳番号　G34KO4700）の遣物包含地であること

が確認された。県教育委員会へ連絡するとともに、地元の人から不動産業者が宅地として造成

し、分譲地とする予定であることを聞き、不動産業者との間で事後処理について協議を進めた。

幸い、工事を請け負った業者、地元の人々の諸により、黒色土層（腐植土）までの造成であり、

その下の黄褐色砂層は造成工事によって移動しておらず、石室基底部、周溝等により、八幡4

号古墳の規模、形態を確認することが可能であり、また袖裏遺跡の遺構も検出される可能性が

あることがわかった。県教育委員会の指導によって、すでに盛土部分は消滅しているものの規

模確認のための調査を行うこととし、10月7日、可児市文化財審議会を臨時に開催、不動産業

者の協力のもと発掘調査を進めることで具体的に協議を始めた。

発掘方法は、南西1本、南北1本の幅2mのトレンチを設定し、4mごとにAからしまで地

区名をつけ、遺構確認を行うことにし、調査期間は1週間とした。調査費用は不動産業者が負

担することで協力が得られ、10月29日に機械力により砕石を除去、11月1日より現場での作業

を開始した。

発掘調査の経過

11月1日　可児郷土歴史館より発掘用資材搬入、午後より、トレンチを設定する。

11月2日　A．B．C地点より掘り始める。後世の撹乱がひどく、ビニール等のゴミが大量に

出土。発掘区域の平面図を作成する。

11月3日J．K地点の発掘を開始、A B．C地点は、砕石除去面から黄褐色砂層（地山）ま

で20cm程度で、ゴミ穴の他遺構を確認することができなかった。

－3－



11月4日　K地点より、石室基底部と思われる石組を検出、東へ石組が延びているためK地

点の東側へトレンチを拡張する。縄文式土器は、各地区より検出されるが、まとま

った状態では検出されをい。

11月5日　K地点拡張区には、石室構築用と思われる川原石が散存し、古墳石室であること

を確認、八幡4号古墳とする。散在する川原石の間から瓦泉1点を検出する。

11月6日　美術展のため、作業中止。

11月7日　石室は、側壁の一段日から二段目を有するのみで、上部はすでに破壊されている

ことを確認する。また玄室奥部が、調査区域外へ延びているため、土地所有者と交

渉して区域を拡張することにする。

11月8日　石室奥部拡張を行う。D地点から西へトレンチを操り進める。G地点で、幅3m

程度の溝状遺構を検出。

11月9日　八幡4号墳石室全体を掘りあげる。奥壁近くより、高杯、鉄鉄を検出。G地点の

遺構を掘り上げる。

11月10日　石室写真撮影の後、実測図作成（平面図）。トレンチ部分は、掘り上げ完了する。

11月11日　石室横断面図作成、川原石の礫床を除去した後、縦断面図作成、側壁の実測を開

始する。

11月12日　側壁の測量を終えた後、トレンチ部分の遺構を測量、午後より発掘用資材を撤収

し、現場での作業を終了する。
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Ⅲ．八幡4号古墳

1．主体部

後世の撹乱、あるいは今回の宅地造成による削平を受けていたので、保存状態はあまり良好

ではをかった。西南方向5－570－－Wに開口する横穴式石室で、川原石積みの所謂胴張り形をを

し、羨道入口、羨道左壁、玄室右壁はすでに破壊されていたが、玄室奥部は比較的よく遺存し

ていた。石室は、残存部全長7m93cm、玄室全長3m65cm、羨道部残存長4m28cmで、胴張り

の玄室最大幅1m40cm、羨道部幅約1m90cmであった。

玄室、羨道ともに地山である黄褐色砂層をはり込んで構築されており、川原石の偏平なもの

を積む。奥壁は、比較的大きな川原石を2個立てて鏡石とし、床は、地山である砂層を操った

後、黒色土を厚さ4cmに敷き、その上に川原石を並べて礫床とする。奥壁から約1mは直径15

cm内外の比較的小さを石を並べ、玄室中央部には、直径30cm前後の大きな偏平石を並べている。

奥壁から約2m30cmで礫床はなくなるが、後世の撹乱（盗掘）によるものか、あるいは羨道部

床面に見られる径10cm前後の小石の礫床に在るかは、明らかにすることはできなかった。側壁

は、玄室奥部で高さ約1mが残る他はすでに削平を受け、基底から一段をいし二段目が残るの

みであり、偏平な川原石を利用して玄室奥部では石の長軸が側壁面と直交するよう積まれて

いた。遺存状態が悪いため不明であるが、天井部はおそらく持ち送りにより幅を減じ、天井石

を乗せたものと思われる。羨道部は、遺存状態が悪いため不明瞭であるが、積み石は、玄室よ

り若干大きをものを使用している。床面には、径10cm前後の小石が一部に認められた。

石室構築にあたっての掘り方は、羨道部右壁、玄室左壁で明瞭に検出されたが、その他は擾

乱、あるいは未調査により明らかにすることができをかった。ただ、玄室左側の地山に、径30

cm前後のピットが2か所検出されたが、これが、石室構築上に何らかの目的で用いられたもの

なのか、古墳構築前のものかは不明であった。共に、褐色の覆土を持ち、縄文式土器の破片が

数点ずつ検出されたのみであった。

2．出土遺物

前述したように遮存状態が極めて悪く、また古くより副葬品の堀り出しを目的とした盗掘を

受けていた関係上、出土遺物は少なかった。玄関奥壁付近の床面より須恵器高杯1点、鉄鎖11

点が検出され、その他本古墳に伴うものとして器形の一部が知れる高棒脚部、提瓶をどが出土

した。

（1）鉄張　（第5図8～13・15～19、図版5）

－　6　－
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第4図　石室実測図

破片も含め11点が出土した。その内、鉄身が判かるものが5点あり、9は有茎式平根鉄で、

鉄身長2．6cm、幅1．5cmを測り、揚決が深い。8、10～12は、有茎式尖根鉄鎖で、鉄身長2cm

のものと　32cmのやや長めのものとがある。茎部はいずれも断面四角形で、16の茎部には木質

部の痕跡が残っている。

（2）須恵器　（第5匡Il～7　区Ⅰ版5）

●高上不　全体の器形が知れるもの1個体と脚部だけのものが検出された。1は無蓋高士不で、士不

部口緑は内面に一段の横を持ち休部は丸味を帯びる。脚部は筒状でラッパ形に開き、中央に2

本の沈線をめぐらし、この沈線の上下に2段の細長い四方形透しが3方向にある。下段の透し

－　7　－
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圃19

14

0　　　　　　　　　10cm

l l

の下にも2本の浅

い沈線が施され、

接地部端部は垂直

に下方へ屈曲する。

破損部断面、表面

とも赤味を帯びた

褐色で細かい砂粒

を含む。3～5も、

同じく高杯脚部の

破片で、3方向の

達しを持つが、3、

5の接地部は端部

を張り出すように

屈曲させ榛を作っ

ている。

●瓦泉　2に示すも

ので全体に小さく、

小形の休部に大き

くラッパ状に開く

口緑を持つ。口頭

部は細く、施文も

休部上半に限られ

ている。底部には

右回車云のヘラケズ

第5図　八幡4号古墳遺物実測図　　　　　　　　　りが見られ、胎土

に若干砂粒を含むが焼きが良い。

●提瓶　6、7と焼成、色調から同一個体の胴部片と口縁部片と思われ、小形のものである。

胴部は丸味を帯び、正面には同心円状のカキ目調整痕が見られ、側面中央部に1ヵ所径7mmの

穿孔が見られる。口緑部は、2段に屈曲して種を持つ。

●その他　本古墳に伴うものとして、自然粕が厚く掛った叩き目のある壷と思われる破片など

が出土したが、いずれも少数、細片のため、器形等不明であった。

－　8　－
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Ⅳ．袖裏遺跡

八幡4号古墳の調査とともに、宅地造成地内の遺構確認のためトレンチを設定、調査を実施

した結果、縄文時代後期を中心とした遺物が調査区全域から検査された。

所在場所より、古くから知られる袖裏遺跡の一部と認定し、本報告書で袖轟遺跡として取り

扱うことにした。

今回の調査区域は、すでに立地の項で述べたように河岸段丘の北端に位置し、当該遺跡は本

地点を西北端に、南東方向へ広がる広大を遺物散布地と思われ、古式土師器をどの出土も確認

されている。

1．遺構

溝状遺構　A

第1トレンチG、H区より検出された溝状遺構で、上部幅約3mlOcm、底部幅約1m50cm、

深さ90cmの断面「〕」形の溝で、底は平担面となっていた。覆土は所々に人頭大の川原石を含

むほぼ単一の黒色土層で、東壁から底部にかけ溝壁面の崩壊涜土の黄褐色砂質土層が見られた

のみで、堀り込み面は黄色砂層（地山）からしか判明しなかった。

出土遺物は、第5図14の鉄鉄1点と縄文土器片数点が覆土中から流れ込んだ状態で検出され

たのみで、幅2mのトレンチ部分のみの調査であり、どのように本港が続くのか、また所属時

期等について明らかにすることは出来をかった。

満状遺構‥　B

第2トレンチJ区を中心に検出されたもので、幅約2m、最深部深さ45cmを測る。第1トレ

ンチC区より南東方向へ延びるものと思われるが、調査区域がわずかなため明らかではをい。

出土遺物は、黒色土の覆土中より縄文土器片が散見されたのみで、八幡4号古墳の周溝にあ

たる可能性はあるものの、所属時期等は不明であった。

その他

第1トレンチB区より、後世のイモ穴らしきものが検出され、ビニール等が出土した。

2．出土遣物

（1）鉄倣　（第5図14、図版5）

有茎式平根鉄鎖で、鉄身長4．6cm、幅2．7cmを測り、揚快は直線的である。八幡4号古墳に

伴うものか、あるいは消滅したとされる八幡8号古墳のものかは明らかでをい。

－　9



（2）土器、土製晶

調査区全域からコンテナ箱1杯程度の土器が出土したが、遺構の項でも述べたようにそれら

に伴う遺構は検出されず、また集中して出土したところもなかった。土器の大部分は無文の土

器であり、またわずかに出土した施文のある土器片も少破片が多くまとまった資料ではをかっ

た。以下文様のあったものほとんどを拓図で示し、概要を述べることにする。

縄文式土器

1類（第6図1～12、図版6）

主に縄文と沈線により施文されるもので、1の斜行縄文のみで施文されるものも本類に含め

た。1～3は、他に比べて器厚が厚く、沈線で区画した中に縄文を充填することから中期後半

の土器に比定される。5－8は、所謂磨消縄文と呼ばれる文様を持ち、5は八王寺式土器の中

に類例が求められる。9－12は、同じく洗練と縄文により施文されるが、沈線を引いた後に縄

文が施されるもので、10～12は沈線間の隆帯部分に縄文が付く。10・12は中村遺跡（註4）の

Ⅲ－Ⅲ類土器に類例があり、後期中葉に位置ずけられるものと思われる。

2類（第6図13、図版6）

隆帯を持つもので1点出土した。口緑部小破片で、灰白色を呈し、隆帯上には刻員が付けら

れる。

3類（第6図14～21、図版6）

沈線と刻日が施文される土器で、刻目は沈線間の隆帯部分や口緑端部に付けられる。洗練は

14・16のようを幅広く浅いものや、20・21のようを細いものがある。18・19の土器は、刻目の

変わりに爪形文を付加しているが本類とした。14・15や20の土器は、中村遺跡のⅠ－Ⅲ類に類

似したものがあり、また18・19の土器は馬場遺跡（註5）の馬場Ⅲ式土器によく似たものがあ

る。後期中葉から後葉に位置ずけられると思われる。

4類（第6図22～37、図版7）

洗練（凹娘）を主体に施文されるものを本類とした。器形は口縁が波状となるもの（22～25）

と平緑と在るもの（27～36）がある。22・23は同一個体で、口緑は大きく山状に突起し太く深

い沈線が引かれる。24は、口緑の山状に突起したところに刺突が加えられている。27～37は、

口縁部に凹線のみを施文する土器で、27のようを頸部で内側へ屈曲するものと28のようにやや

外反しをがら直口するものがある。いずれも後期後葉に属する一群と思われ、また、本類に含

めた26は、中期後半の土器に比定される。

5類（第6図38～42、第7図43・44、図版8）

出土土器のほとんどを占める無文の土器片や条痕のある土器片を本類とした。38～41は、無

－10　【
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文の口緑部で、38には口唇部に刻日が加えられている。直口するものと内湾するものがある。

条痕のあるものは42・44で、雑な浅い条痕がつく。44は、土師器かとも思われ、ヘラ状工具に

よる調整痕が条病状に加えられている。

6類（第7図45～48、図版7）

浅鉢、把手、注口土器を本類とした。45・46は浅鉢の口緑部片で、45には内面に洗練と刻目

による施文が施される。把手は、2か所に孔があり、馬場遺跡（註6）の中に類例が求められ、

後期後葉に比定される。注口部は、1点出土し、基部に一条の沈線がめぐる他文様はか、。

弥生式土器（第7図49～54、図版8）

弥生式土器と思われるものが数点出土した。49・50は、聾形土器の胴部破片と思われ、羽状

の条痕が縦にみられる。51は、壷の頭部と思われ、沈線と刺突文により施文される。53・54は

同じく壷の胴部と思われ、下ぶくれ状に胴部が張り、53には細い条線が付加される。

その他の土製晶（第7図55・56、図版7）

土偶が1点、土錘が1点出土した。55の土偶は腕部のみで、手首は浅い洗練で表現されてい

る。断面は片膨れの楕円形を呈す。

土錘は、径2・5cmの断面不整円形を呈し、径4mmの孔が直線的に穿たれている。残存重量329

を測る。
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（3）石器

磨製石斧（第8図1、2、図版9）

いずれも破損品で、走角式の1と、乳棒状の2の2点出土した。石材は共に片麻岩と思われ、

2は表面を良く研磨している。計測値は表2に示すとおりである。

打製石斧（第8図3～19、図版9）

破片も含め、総数24点が出土した。大部分が第1トレンチE区より東方の各区より検出され

たもので、石質はすべて粘板岩である。形態は、短冊形13点、撥形9点、不明2点であり、ま

たほぼ完形と思われるものは4点を数えるのみであった。刃部のわかる破片のほとんどに磨耗

痕が観察され（実測図に於いて縦の線で示した）、をかには磨耗痕が、8、15のように頭部側面

に認められるもの、10のように頭部破損面に認められるものがあり、また14の頭部端には研磨

面が見られる。また、19は石斧としたものの、厚さ0．8cmと極めて薄く、両側面に磨耗痕がある

ことから、側面を主に刃部として使用したものと思われる。

凹石、磨石（第9図、図版10）

凹石10点（1～8、10～11）、磨石1点（9）が検出された。凹石は、いずれも敲打によっ

て石の表面に凹みがあるもので、両面に1か所づつあるもの6点、片面に1か所3点、両面と

側面に各々1か所づつのものが1点ある。ほとんどが丸い扁平か日原石を利用しており、凹み

の他に磨石の機能も果たしたのか1・4・6・7・11には研磨面が見られる。また3～5の側

面には、敲打痕が見られ、叩石のように利用されたことが推定される。

磨石は、9に図示するもので、両面、側面とも良く磨かれている。計測値等は表3に示した。

石版（第10図1～7、図版10）

7点の石飯が出土した。えぐり込みのあるもの5点、をいもの2点で、1・2・4はえぐり

込みが深い。石材は1のチャートの他は下呂石である。

石錘（第10図8～10、図版9）

3点の石錘が出土した。いずれも礫の両端を数回打ち欠いて作製した礫石錘で、重さは8が

1259、975相09、10が1009であった。

その他の石製晶（第10区Ill～12、図版9）

石棒の破損品かと思われるものが1点出土した。11に示すもので良く整形されており、表裏

面は丸味を帯び、両側面は平面に研磨されている。12は、断面が楕円形で表面は丁寧に磨かれ

ており、その他として扱ったが、乳棒状の磨製石斧の破損品の可能性が強い。

また、この他には図版10のスクレイパーが出土した。下呂石の剥片に簡単な調整を施し、刃

部としたものである。
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第8図袖裏遺跡出土石器（石斧）
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表2　石斧一覧表

圃＠－Q
第10図　袖幕遺跡出土石器（石態、その他）

遺物 番号 佝����B�通存状態 �������長さ 兀ﾒ�厚さ 偬I|｢�備　　　　考 ��ﾙ�ﾒ�MHﾘb�

1 �.逢���刃部欠 兢�h�ｮ(���（15．0） 塗�C��3．1 ��鉄���｢� ���

2 們ｨ+Ye��2�〃 ��b�（8．2） 店�CB�2．6 ����cX�｢� �"�

3 倡x��ﾆ�� 僞9L(ｮ"�（10．9） 滴�Cr�1．9 ���R�刃部表面に磨耗痕 �2�

4 �4��頭部欠 ��b�（11．0） 店�C��1．6 ��涛X�｢� 釘�

5 �%ｨﾟｸﾆ��完　形 �4��12．2 滴�C"�1．4 涛��刃部片面に磨耗痕 迭�

6 �4��頭・刃部欠 ��b�（9．9） 滴�Cb�1．2 ��塔��｢�刃部両面に磨耗痕 澱�

7 仭���ﾆ��刃部欠 ��b�（9．9） 滴�C2�1．4 ��田X�｢� 途�

8 �4��ク ��b�（7．3） 滴�C��1．4 ��鉄X�｢�頭部側面に磨耗痕 唐�

9 �%ｨﾟｸﾆ��頭部欠 ��b�（7．9） 店�C2�1．6 ��涛X�｢�刃部片面に磨耗痕 湯�
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遺物 番号 佝����B�遺存状態 �������長さ 兀ﾒ�厚さ 偬H�B�備　　　　　考 ��ﾙ�ﾒ�MHﾘb�

10 �%ｨﾟｸﾆ��壷部欠 僞9L(ｮ"�（10．0） 滴�Cb�1．7 �������｢�．刃部、頭部に摩耗痕、再使用 ����

11 �88��ﾆ��頸・刃部欠 ��b�（10．3） 度�C2�2．3 ����店�｢�刃部片面に磨耗痕 ����

12 ��b�頭部欠 �4��（9．5） 店�C"�0．9 ��田X�｢�刃部両面に磨耗痕 ��"�

13 �%ｨﾟｸﾆ��ク ��b�（7．6） 店�CR�1．0 ��都��｢�ケ ��2�

14 �4��刃部欠 ��b�（9．3） 店�CR�1．6 ����3��｢�頭部上端部に研摩面 ��B�

15 叨ｸ��ﾆ��十 ��b�（7．3） 店�Cb�1．4 ��都��｢�刃部破損面研磨、再使用か ��R�

16 �4��頭・刃部欠 ��b�（5．9） 度�C��2．2 �����X�｢� ��b�

17 �%ｨﾟｸﾆ��〃 ��b�（8．0） 滴�Cb�1．2 ��鉄��｢�刃部片面に磨耗痕 ��b�

18 ��b�頭部欠 ��b�（8．5） 滴�C��1、7 ��塔X�｢�刃部両面に磨耗痕 ����

19 ��ﾂ�豆か刃部欠 �5��（8．4） 塗�C��0．8 ��田��｢�側面を刃部として使用か ����

20 �%ｨﾟｸﾆ��頭部欠 ��h���（10．2） 滴�C��1．2 ��塔��｢�刃部両面に磨耗痕 ��

21 ��ﾂ�〃 �5��（6．8） 店�C2�1．3 ��田��｢�片側面に磨耗痕 ��

22 叨ｸ��ﾆ��ほぼ完形 ��b�7．1 �8�C��1．0 �3��刃部両面に磨耗痕、小形 ��

23 �%ｨﾟｸﾆ��頭部欠 ��b�（5．7） 滴�C��2．2 ��塔X�｢�刃部片面に磨耗痕 ��

24 �4��〃 �4��（8．4） 店�C��1．4 ��都��｢�〃 ��

25 ��b�完　形 ��b�14．1 滴�C��1．9 �����刃部両面に磨耗痕 ��

26 ��b�刃部欠 ��b�－（9．0） �8�CB�1．2 ��鼎��｢� ��

単位は皿、9　幅は刃部最大幅もしくは刃部近くの幅を計批（）は残存計測値

表3　凹石、磨石一覧表

遺物 番号 佝��B�石　質 �+xﾆ��短径 佰ｨ+2�重量 儖X������������ﾖﾂ�誓賢 

1 �霹��花崗岩 祷�C��8．8 店�C��700 几ﾉlｨ,�ｨ-ﾘ���Ilｨ,侈Ih�,�.h.處R�1 

2 �5��安山岩 祷�CR�8．8 塗�C��745 �4��������9lｨ,侈Ih�ﾚﾒ�2 

3 �4��花崗岩 ����C��9．3 塗�C��820 兢�lｨ,�ｨ-ﾘ��z����Ilｨ,吁��Xﾚﾒ�3 

4 �4��〃 祷�C"�8．2 滴�C2�550 几ﾉlｨ,�ｨ-ﾘ���9lｨﾊIh�ﾚﾘ���Ilｨ,吁��Y¥��4 

5 ��b�セン緑岩 嶋�CB�7．2 滴�C2�420 �4������Ilｨ,吁��Xﾚﾒ�5 

6 �����安山岩 ����C2�8．0 店�CR�660 兢�lｨ,�ｨ-ﾘ���9lｨ,侈Ih�ﾚﾒ�6 

7 �5��ク ����CR�9．3 度�C��1．055 几ﾉlｨ���Ilｨ,ﾃ89X�,�ｨ-ﾒ�7 

8 ��b�濃飛流紋岩 祷�CR�7．8 滴�Cb�495 兢�lｨ,�ｨ-ﾘ��z�lｨ,侈Ih�ﾚﾒ�8 

9 ��b�安山岩 嶋�C��6．9 �8�C��350 ��9lｨ,侈Ih�ﾚﾒ�9 

10 �霹��濃飛流紋岩 ��(�C"�11．6 度�C��1．445 几ﾉlｨ,�ｨ-ﾘ���9lｨ,侈Ih�ﾚﾒ�10 

11 �����〃 ��8�Cb�8．6 店�Cb�1，100 几ﾉlｨ,�ｨ-ﾘ��ﾊIh�,�.h.几ﾒ�11 



Ⅴ．まとめ

八幡4号古墳について

墳丘はすでに削平され、規模、形をどは明らかにする事が出来をかった。また、周溝等外部

施設についても調査区域に於ては検出されず、周溝の存在は明確にすることが出来なかった。

石室は川原石積みの石室で、土田渡古墳群や川合古墳群の群集境に一般的に見られるもので

あった。

副葬品は、玄室床面より須恵器、鉄鎖が検出された。頑恵器は古くからの盗堀、削平により

器形が知れるものは無蓋高杯、瓦泉のみで、東海地方の須恵器編年（註7）の第Ⅲ期第3小期か

ら第4小期に該当するものと思われる。

7世紀後半以降、群集境の造営は発展し最盛期を迎えると言われるが、当古墳もまさにその

一つであり、かつては「百々塚」と呼ばれた土田渡古墳群がそれを証明するものであった。

袖裏遺跡について

古くより知られる袖裏遺跡について、今回の調査でその内容の一部が明らかとなった。

調査区域は、当遺跡の北端に位置するものと思われ、遺跡の範囲は南は県道美濃加茂可児線

近くまで、東は渡公民館付近まで広がり現在の頻り集落とほぼ同じ宏大を遺物散布地であるこ

とがわかった。

住居跡の検出は今回出来をかったが、出土土器により縄文時代中期後半から後期後半、弥生

時代中期、古墳時代と、長く継続的に集落が営まれたことが判明した。

大集落跡である袖裏遺跡を成立せしめた生活基盤等、今後解明しかすればならかい問題を今

回の調査は提起し、改めて本遺跡の重要性を確認することが出来た。

註

1．中島勝国氏の調査による。古老の記憶に基づいて調査されたもので同氏の御教掛こよ

る。

2．中島勝国編　「可児町史　通史編」　可児町　昭和55年　第一章原始に実測図所収。

3．株魁一　『美濃国可児郡土田村ソデウラの古墳』　東京人類学雑誌第287号明治43年

ケ　　『美濃国可児郡ソデウラの石器時代遺跡』東京人類学雑誌第199号明治35年

をど古くから知られていた。

4　楢崎彰一他　「中村退跡」　中津川市教育委員会　昭和54年
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5．紅村弘、増子康真他　「東海先史文化の諸段階（資料編）」　昭和54年

6．同上

7了楢崎彰一　「後期古墳時代の諸段階」　名古屋大学部十周年記念論集　昭和34年
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調査前全景

八幡4号古墳主体部全景
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玄　室　典　壁

右側壁地山掘込み面
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礫床除去後全景

無蓋高杯出土状態（奥壁床面）
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袖裏遺跡溝状遺構B
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八幡4号古墳出土遺物
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袖裏遺跡出土遺物

2類・3類土器
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4類・6類土器、土製晶

4　類　土　器
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5類土器・弥生式土器

弥生式土器
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磨製石斧・石錘・石棒

打　製　石　斧
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凹　石・磨　石

主　l宣　　＿　よ

石銀・スクレイパー
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